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綿本市の交通事業は、市電が大正13年8月1日、市バスが昭和2年11月23日より営業を開始し、以来、熊本市

勢の発展とともに、市内の主要交通機関として、年々路線を拡大していった。

しかし、昭和30年代後半より、社会経済情勢の変化、モ-タリゼ-ショソの進展等により、その地位を個別輸

送機関にとって替わられ、企業の経営は悪化の一途をたどり、ワンマソ化等効率化を積極的に進めたが改善され

ず、特に、市電は、 4つの路線を廃止せざるを待なくなった.

昭和48年、国より15年間の財政再建団体の指定を受け、国及び一般会計からの援助を受けつつ、経営基盤の確

立に努力することになった。

この間、 2次にわたる石油ショックは、大量輸送機関見直しの気運を高め、市電は、無公害・省エネルギーの

交通機関として見直され、車両冷房化・電停改良・軌条更換等の乗客誘致策を講じることにより、一時落ち込ん

だ乗客の回復をなし得ることが出来た。

昭和62年度で再建計画も終了し、昭和63年度より自主再建-と踏み出したが、交通事業を取りまく企業環鄭ま

厳しく、将来にわたり安定した経営を図るためには、乗客の動向如何にかかっていると考え、今後も、諸施設の

改善、専用レーンの拡大、車両の改良等、積極的乗客誘致策に総力を挙げ、市民に愛される市電、市バスを目指

して努力をして行きたい。

2　軌　道　事　業(大正13年8月1日事業開始)

(1)輸送状況

年 度

事項
5 9 60 6 1 6 2 6 3

年 間 輸 .送 人 員 9 ,3 69 ,96 9 9 ,166 ,85 9 9 ,24 3 ,165 9,0 60 ,108 8 ,9 84 ,71 7

年 間 走 行 キ ロ 的 1 ,3 82 ,67 7 .0 1 ,3 66 ,84 0 .8 1 ,36 6 ,735 .2 1′36 1 ,136 .3 1 ,3 57 ,8 9 0 .4

使 用 車 両 伺 6 ,8 11 .9 6 ,69 5 .5 6 ,699 .1 6 ,6 86 .1 6 ,678 .1

利 用 率 06) 4 .7 4 .5 4 .5 4 .4 4 .3

乗 車 料 収 入 ㈹ 949 ,5 08 ,60 7 975 ,3 96 ,05 2 1 ,0 20 ,05 3 ,646 1 ,048 ,56 1 ′8 23 1 ,043 ,0 07 ,24 1

日

辛

均

輸 送 人 員 25 ′67 1 25 ,15 5 2 5 ,324 2 4 ,7 54 24 ,61 6

走 行 キ ロ 的 3 ,788 .2 3 ,73 5 .6 3 ,7 36 .1 3 ,7 12 .7 3 ,7 1 1 .9

使 用 車 両 開 18 .7 18 .3 18 .3 18 .3 1 8 .3

乗 車 料 収 入 ㈹ 2 ,6 01 ,39 3 2 ,6 72 ,3 18 2 ,79 4 ,6 68 2 ,86 4 ,923 2 ,85 7 ,55 4

- 平

車

日均

輸 送 人 員 1 .37 6 1 ,36 9 1 ,3 80 1 ,3 55 1 ,34 5

走 行 キ ロ 帥 20 3 .0 20 3 .7 2 03 .6 2 03 .2 20 2 .9

乗 車 料 収 入 P3) 1 39 ,39 0 145 ,67 9 152 ,2 67 15 6 .8 27 1 56 ,18 3

衰 定 速 度 (km / H ) 14 .2 14 .2 14 .2 14 .2 14 .2
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(2)営業路線

・ K

事 項
59 60 61 62 63

路 線 延 長 的 12.023 12.023 12 .023 12 .023 12.023

単 線 延 長 的 0 .277 0.277 0.277 0 .277 0.288

複 線 延 長 的 ll .746 ll.746 ll.746 ll.746 ll.735

営 業 路 線 延 長 的 23 .769 23.769 23.769 23 .769 23.758

運 転 系 統 (系統) 2 2 2 2 2

停 留 場 数 (カ所) 35 35 35 35 35

停間

留距

m m

最 長(軸 0 .534 0 .534 0.534 0.534 0.534

最 短的 0 .134 0 .134 0.134 0.134 0.134

平 均的 0 .353 0 .353 0.353 0.353 0.356

軌道乗 。入れ許可 悪 3 1 1 1 1 1
0 .600 0 .600 0.600 0.600 0.600

( 3 )系統別運輸成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和63年度)

*

疏
区 間 寒 行 キ ロ

乗 車

人 員

収 入 費 用 差 引
キ ロ 当 た り 収 支 乗 車

効 率収 入 費 用 差 引

2

早

健 軍 1m 千 人 千 円 千 円 千 円 円 円 円 %

～

田 崎 橋
(9 .2km )

1 ,0 09 ,363 .9 6 ,9 70 1 ,04 2 ,7 93 99 0 ,6 25 52 ,168 1,03 3 .12 9 81 .43 5 1 .6 9 3 4 .3

3

早

It *

～
上 綿 本 駅

(9 .4 km )

3 48 ,526 .5 2 ,015 30 7 ,9 75 34 2 ,114 △ 3 4 ,139 88 3 .65 98 1 .60 △ 9 7 .9 5 2 8 .7

計 1 ,3 57 ,89 0 .4 8 .985 1′35 0 ,7 68 1 ,33 2′7 39 18 ,029 9 94 .75 98 1 .48 13 .2 7 3 2 .8

り当人
外
期

1
期

客
定
定

乗^
f注

i
u
し
-

収
円

金
2
3

料
1

80円58銭
平　均　　116円09銭

( 4 )電車運行要領(昭和63年12月12日実施)

系 統

項 目
2 号 3 号

運 行 区 間 -

熊本駅 前～健軍 (8 .7km )

田崎橋 ～健軍 ( 9 .2km )

朝 … .上鯖本駅 ～神水橋 (7 . 9km )
( 6 ‥5 2 ~ 8 : 3 8 )

昼夜 .… ..上熊本駅 ～健軍 (9 .41m )

営 業 時 間 6 : nn ~ 2 3 ‥4 0 6 : 30 ~ 2 2 : 5 0

運 転 方 . 汰

ダ イヤ運転 ダイヤ運転

夜間帯 時間表 .表 示
(2 0 : ooか ら最終 までの時 間表 を各停 留場に表 示 )

終 日時間表 .表 示

(5)在籍車両数

年度

車両
59 60 61 62 6 3

ボギー幸(ワソマソ) 33 33 33 33 33

連 接 事 4 4 4 4 4
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(6)運　　　賃　(昭和61年11月1日改定)

ア　普通旅客運賃

l ∵ 運 賃 団 体 旅 客 運 賃 同体旅 客運賞
の

割引 適用方法大 人
(中学年 以上)

小 児
-(小学生 以下 )

特 殊 運 賃 大 人
(*>学生以上ー

小 児及び特殊

対 キ ロ

最初 の 2 キ ロま 1 2 歳未満 の老 身体 障害者手 帳 50人 以上の団体 左記の 団体 で小 基 準 とな る普通

で 110円、2 キ ロ は大 人運賃 の半 の交付 を受け て で同時に- 定 の 学生以下 の小児 旅 客運賃 か らそ

を超 え 5 キ ロま 額 、 6-歳未満 の いる老 及び介護 停留 場で乗降す 及び身体 障害者 の運 賃 の 100分

で 130円、5キ ロ 幼 児は保護者 同 人 、諸 施設に よ る場 合 (12歳 以 並びに養護 施設 の10以内 の額を

を超 え 8 キ ロま 伴 の場合 に限 り り養護 又は保護 上の 同体) 児童 の団体 割 引 した額

区 間 制
で 150円、8 キ ロ

を超 える時は

170円

そ の 1 人 は無料

とす る

を受け てい る老

及 び付 添人並 び

に精神薄 弱者及

び介護 人で各各

普通運賃 の50%

割引

イ　1日乗車券運賃

1 日乗車券
運 . 質 乗 車 で き る 範 囲 巨 草バス共通

大 人500円 小児250円 電車全区間.. バス区間指定

ウ　定期旅客運賃

種 別 期 間 + サ s & .割 引 率

通 勤

(持 参 人 式 )

1 カ 月

2 キ ロ ま で 4 ,62 0円

普 通 運 賃 を 60倍 し た も の か ら3 0% 割 引

(身 体 障 害 者 は 更 に 30% 割 引 )

5 キ ロ ま で 5 ,46 0

8 キ ロ ま で 6 ,30 0

8 キ ロ 以 上 7 .14 0

3 カ 月

2 キ ロ ま で 13 ,17 0

1 カ 月 定 期 運 賃 額 を 3 倍 した も の か ら 5 % 割 引

(身 体 障 害 者 は 更 に 30% 割 引 )

5 キ ロ ま で 15 ,56 0

8 キ ロ ま で ′ 17 ,96 0

8 キ ロ 以 上 20 .35 0

通 学 (大 人 )

中 学 生 以 上

1 カ 月

2 キ ロ ま で 3 .30 0

普 通 運 賃 を 6 0倍 し た もの か ら5 0% 割

引

は 数 売 り 1 カ 月 定 期 券 は

.
は 数 日数 59 日 を 限 度 と し

て 発 売 す る 。 3 カ 月 定 期

券 は 、 は 数 日数 2 9 日 ま で

を 限 度 と して 発 売 す る 。

5 t サ r c 3 ,90 0

8 キ ロ ま で 4 .50 0

8 キ ロ 以 上 5 .10 0

3 カ 月

2 キ ロ ま で 9 ,41 0

1 カ 月 定 期 運 賃 額 を 3 倍 し た も の か

ら 5 % 割 引

5 キ ロ ま で 11 ′12 0

8 キ ロ ま で 12 ,83 0

8 キ ロ 以 上 14 .54 0

通 学 (小 児 )

小 学 生

身 体 障 害 者

1 カ 月

2 キ ロ ま で 1 ′65 0

普 通 運 賃 を 60倍 し た も の か ら75 タ紹 rl

引

5 キ ロ ま で 1 .95 0

8 キ T= ま で こ.25 0

8 キ ロ 以 上 2 .55 0

3 カ 月

2 キ ロ ま で 4 .70 0

1.カ 月 定 期 運 賃 額 を 3 倍 し た も の か

ら 5 % 割 引

5 キ ロ ま で 5 .56 0

8 キ ロ ま で 1,41 0

8 キ ロ 以 上 7 ,27 0

通 勤 通 学 1 カ 月

2 キ ロ ま で 5 ,61 0

通 勤 定 期 運 賃 額 の 2 分 の 1 と通 学 (大 人 ) 運 賃 額 の 合 算 額
5 キ ロ ま で 6 .63 0

8 キ ロ ま で 7 ,65 0

8 キ ロ 以 上 8 ′67 0

全 線 1 カ 月 13 ,07 0 最 高 の 普 通 運 賃 を 18 0倍 し た も の か ら 57 .3% 割 引

電 車 . 自 動 車 1 カ 月 電 車 と 自 動 車 路 線 が 並 行 し て い る 区 間 を 利 用 す る も の で 、 電 車

共 通 S ヵ 月 と 自 動 車 の 定 期 運 賃 の うち い ず れ か 高 額 と な る運 賃
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3　自動車運送事業

(1)輸送状況

昭和2年11月23日事業開始
昭和6年5月23日事業開始
昭和54年8月1日事業廃止

年 度

事 P 項

59 6 0 61 62 63

年 間 輸 送 人 員 23 ,286 ,829 21 ,8 17 ,126 2 1 ,24 0 ,577 20 ,338 ′2 53 19 ,930 ,009

年 間 走 行 キ ロ 的 6 ,93 1,395 6 ′7 37 ,052 6,80 1′358 6,779 ′57 4 6 ,833 ′721

使 用 車 両 内 6 1,044 58 .96 7 5 8,937 58 ,416 59 ,006

利 用 率㈲ l l.6 10 .8 10 .4 9 .9 9 .6

乗 車 料 収 入 ㈹ 2,74 9一838 ,235 2 ′750 ′140 ,78 0 2 1 nO no f} no n,72 3 ,98 6 ,96 0 2 ,6 92,645 ′365 2 ,631 ,625 ,765

日.

辛

均

輸 送 人 員 6 3 ,80 0 59 ′7 73 5 8 ′19 3 55 ,569 54 .603

走 行 キ ロ 的 18 ,99 0 18 .458 18 ,63 4 18 ,523 18 ,723

使 用 車 両 開 167 162 16 1 160 162

乗 車 料 収 入 (咽 7 ,533 ,80 3 7 ,534 ,632 7 .462 .97 8 7 ,35 6 ,955 7 ,20 9 ,934

- 辛

日

車均

輸 送 人 員 38 1 .5 370 .0 3 60 .4 348 .2 337 .8

走 行 キ ロ 的 113 .5 114 .3 115 .4 1 16 .1 115 .8

乗 車 料 収 入 的 4 5 ,04 6 .8 46 ′638 .6 46 ,2 18 .6 4 6 ,09 4 .3 44 ,5 99 .3

未 定 速 度 (km / H ) 13 .9 13 .9 13 .9 13 .9 13 .9

(注)　衷定速度は総所要時分から起終点の調整時分を差し引いて計算した.

(2)営業路線

年 度

$ 1
5 9 6 0 61 62 63

免 許 路 線軸 161 .315 159 .400 163 .400 163 .4 00 163 .710

営 業 路 線叫 158 .515 159.400 162 .000 163 .4 00 163 .710

休 止 路 線的 3 .35 0 1.400 0 0

停 留 所 数 (カ所) 434 4 31 434 434 439

停距

響

所

.問離

最 長 的 1.1 1 .1 1 .1 1.1 1.1

最 短 帥 0 .1 0 .1 0 .1 0 .1 0 .1

平 均 的 0 .372 0 .37 0 0 .372 0 .37 1 0 .374

運系

統

転数

路 線 (路線) 26 25 2 6 26 27

系統数 (系統 ) 126 130 13 0 13 1 13 2

運距

伝

*

統離

総 長 軸 1,070 .8 1′141 .6 1 .16 2 .1 1 ,173 .2 1 ,178 .5

最 長 的 18 .6 18 .6 18 .6 18 .6 18 .8

最 短 軸 2 .5 1 .6 1 .6 1.6 1 .6

平 均 仙 8 .5 8 .9 8 .9 8 .9 8 .9
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(3)バス専用レーン
(平元.4.1現在)

区 間 距 離 適 用 時 間

専

水 前 寺 公 園 前 ～ 熊 本 城 前 交 差 点
km

上 . 下 6 .1
ラ ッシ ュ時 間帯 1招 呂= 13 …33

明午橋 通 り～ 水 道 町 交 差 点 上 . 下 1 .1 & M KS 3」m & (ア 9 ) ft m r$ *

用 南 熊 本 駅 前 ～ 辛 島 町 交 差 点 上 . 下 3 .0

レ 浄 行 寺 交 差 点 下 0 -1

ー 浄 行 寺 ～ 明午 橘 通 り 上 . 下 0 .9
ラ ッ シ ュ時 間 帯 1告 3 3～～ 13 …33

ン′ 水 前 寺 駅 通 ら～ 水 前 寺 駅 前 上 0 .4 ラ ッ シ ュ時 間 帯 1日 3= 13 …33

大江 渡 鹿 交 差 点 ～ 子 飼 橋 際 上 . 下 1 -0
ラ ッ シ ュ時 間 帯 1告 豊 = 13 …003

国府 交 差 点 ～ 水前 寺 陣屋 前 下 0 .35 4
ラ ッシ ュ時 間 帯 1日 呂= 1m 呂

計 12 .9 5 4

(4)　在籍車両数

年 度

車 両

59 6 0 6 1 6 2 6 3

ワ ン′ マ ン′ 19 7 19 2 1 9 0 19 0 19 0
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(5)路線別運輸成績

(昭和63年度)

路
線
香
早

路 線 名 走 行 キ ロ
I; I I

人 員

収 入 費 用 差 引
キ ロ 当 た り収 支

収 入 費 用 差 引

1 第 1 環 状 線
km 千 人 千 円 千 円 千 円 円 円 円

5 3 8 ,3 7 9 2 .2 5 4 3 13 ,9 2 9 26 8 .18 6 4 5 ,7 4 3 58 3 . 10 4 98 .14 8 4 .9 6

2 第 2 環 状 線 4 6 4 ,2 8 9 1 ,16 9 1 78 ,4 1 3 25 7 ,8 30 △ 7 9 ,4 17 38 4 .2 7 55 5 .32 △ 1 7 1 .0 5

3 池 田 大 窪 線 3 2 2 ,7 4 2 1 , 18 6 1 65 ,9 7 0 14 4 ,18 2 2 1 ,78 8 5 14 .2 5 44 6 .74 67 .5 1

4 小 峯 京 壕 線 7 4 6 ,7 8 2 3 ,2 6 4 5 43 ,5 3 5 35 4 ,8 2 1 18 8 ,7 14 7 27 .8 4 47 5 .13 2 52 .7 1

5 川 尻 帯 山 線 9 2 9 ,6 4 1 2 , 19 3 4 49 ′0 1 8 40 3 ,4 33 4 5 .58 5 48 3 .0 0 43 3 .97 49 .0 3

6 島 崎 保 田 窪 線 4 9 2 .2 60 1 ,8 6 8 194 .2 4 9 22 2 .8 10 7 1 , 43 9 59 7 .7 5 45 2 ▼63 1 45 .1 2

7 長 嶺 子 飼 線 9 1 ,2 78 18 4 33 ,8 2 4 4 3 .49 0 △ 9 , 66 6 37 0 .5 6 47 6 .46 △ 1 05 .9 0

8 楠 城 西 線 8 2 1 ,48 8 2 ,1 4 0 3 49 ,0 8 6 39 5 ′73 1 △ 4 6 , 64 5 42 4 .9 4 48 1 .72 △ 5 6 .78

9 流 通 団 地 線 4 2 ,1 53 5 9 l l ,3 7 2 2 4 ,30 2 △ 1 2 , 93 0 26 9 .7 8 57 6 .52 △ 3 0 6 .74

1 0 野 口 健 軍 線 47 3 ,5 09 9 3 9 16 3 ′1 6 0 2 18 ,60 3 △ 5 5 ,4 4 3 34 4 .5 8 4 6 1 .67 △ 1 17 .09

l l 御 幸 木 部 線 19 2 ′9 03 5 14 9 0 .8 78 8 6 ,5 6 5 4 ′3 13 47 1 .l l 4 48 .7 5 2 2 .36

1 2 花 園 柿 原 線 2 7 0 ,46 2 1 ,0 33 15 0 ,4 4 1 13 2 ,3 2 0 18 , 12 1 5 5 6 .2 4 4 8 9 .2 4 6 7 .00

1 3 川 尻 線 2 6 5 ,14 1 3 22 6 9 ,50 3 11 3 ,2 8 6 △ 4 3 ,7 8 3 2 6 2 .1 4 4 27 .2 7 △ 16 5 . 13

14 画 図 線 2 8 3 ,43 3 7 59 1 3 6 ′44 4 12 2 ,8 2 8 1 3 ,6 1 6 4 8 1 .4 0 4 33 .3 6 4 8 .0 4

15 池 田 健 軍 線 野 口健 軍 線 に 含 む

16 健 軍 長 嶺 線 東 町 田 地 線 に 含 む

17 川 尻 土 河 原 線 野 口健 軍 線 に 含 む

18 東 町 団 地 線 1 6 5 ,6 1 9 3 15 5 1 ′10 4 7 1 ,7 1 5 △ 20 ,6 1 1 3 0 8 .5 6 4 33 .0 1 △ 1 2 4 .4 5

19 中 央 環 状 線 1 1 0 ,5 68 25 1 3 9 ,2 5 6 5 6 ,7 2 6 △ 17 ,4 7 0 3 5 5 .0 4 5 13 .0 4 △ 1 58 .0 0

2 0 昭 和 町 線 1 9 9 ,9 9 9 47 5 8 1 ,3 3 4 9 4 ,7 9 9 △ 13 ,4 6 5 4 0 6 .6 7 4 74 .0 0 △ 67 .3 3

2 1 高 平 団 地 線 8 9 ,4 9 5 22 4 37 ,2 7 7 4 3 ,6 03 △ 6 .3 2 6 4 1 6 .5 3 48 7 .2 1 △ 70 .6 8

1 9 熊 本 駅 県 庁 線 3 6′6 15 9 8 15 ′5 2 4 19 ′8 2 1 △ 4 ,2 97 4 2 3 .9 8 5 41 .3 4 △ 1 17 .3 6

2 3 上 鯖 本 線 1 54 ′2 43 3 8 9 59 .3 1 4 8 1 ,4 99 △ 2 2 ,18 5 38 4 .5 5 52 8 .38 △ 1 43 .8 3

2 4 長 清 団 地 線 1 03 ,5 5 1 2 4 1 35 ,4 8 8 5 4 ,08 1 △ 18 ′59 3 3 4 2 .7 1 52 2 .2 6 △ 17 9 .5 5

2 5 上 熊 本 車 庫 線 池 田 大 窪 線 、 楠 城 西 線 、 花 園 柿 原 線 、 高 平 田 地 線 に 含 む

2 6 川 尻 県 庁 線 32 ′17 0 4 0 8 ,2 5 6 13 ,13 3 △ 4 ,8 7 7 25 6 .6 4 4 0 8 .24 △ 15 1 .60

27 本 山 線 川 尻 線 に 含 む

臨 時 便 7 ,00 1 13 1 ,99 5 1 ′2 6 1 7 3 4 2 8 4 .9 6 18 0 . 12 10 4 .8 4

合 計 6 ,8 3 3 ,7 2 1 19 ,9 30 3 ,2 7 9 ′37 0 3 ,2 2 5 ′0 2 5 5 4 ,3 4 5 4 7 9 .8 8 4 7 1 .9 3 7 . 95

(注)　乗客1人当たり運賃収入
定　期　外　135円60銭
定　　　期　115円52銭
全　　　体　1台2円04銭
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(6)運　賃(昭和61年11月27日改定)

ア　普通旅客運賃

種別

制度

. 運 賃 最 低 運 賃
特 殊 運 賃

大 人 (中学 生以上) 小児 (小学生 以下 ) 大 人 小 児

対キ ロ区間制

最初 の 2 キ ロまでは賃率 55 大人運賃 の半額、

110 円 60円.

身体障害 者手帳 の交付を受 けて い

円20銭 、 2 キ ロを超 え15キ ただ し、10円未満 る老及 び介護人 、諸施設 に よ り養

ロまでは賃 率27 円60銭、15 の場合 は、10円に 護又は保 護を受 けて いる老 及 び付

キロを超 え30キ ロまでは賃 切 り上 げ 添人並 びに精神薄 弱者及 び介護 人

率24円80銭 として計 算 した

m .-

で各 々普 通運賃 の50% 割 引

イ　定期旅客運賃

種 別 期 間 割 引 率

通 勤 (大人)
1 カ月 当該区間の普通運賃を60倍したものか ら30% 割引

3 カ月 1 カ月定期運賃を 3 倍 したものから 5 % 割引

通 勤 (小児)
1 カ月 通勤 (大人) .1 カ月定期運賃額を50% 割引

3 カ月 通勤 (大人) 3 カ月定期運賃額を50 % 割引

通 学

(高校生以上)

1 カ月
莞警悪質完貫通運賃を60倍 したもの -1 *・S 3 1漫豊 月雷鳥墓満のは数売。の .)

S ヵ月
1 カ月定期運賃を 3 倍したものから 5 % 割引 (是雪男舵 完等数売 。の割引 )

通 学

(中 学 生)

1 カ月
莞菅票 品貫通運賃を60倍 したもの -1 *・ォJ? I是幣 月窒易墓満のは数売 。の )

3 カ月
1 カ月定期運賃を 3 倍したものから 5 % 割引 (& 晋居館 鐙 数売 。の割引 )

通 学

(小学生以下)

1 カ月
莞芸霜 学生) .1 カ月定期運賃雛 (晶露 豊 月芸晶墓満のは数売 。の )

3 カ月
1 カ月定期運賃を 3 倍した ものから 5 % 割引 (是雪男労吉宗宗教売 。の割引 )

通 勤 通 学

1 カ月

全区間往復乗車となる場合は、乗車区間の大人通勤定期運賃と通学 (両校生以上) 定期運

賃の合算額の 2 分の 1 、その他は 4 分の 1 ( 1 カ月以上 3 カ月未満のは数売 りの割引は 1

カ月と同率)

3 カ月
1 カ月定期運賃を 3 倍したものから 5 % 割引 (是晋甥 吉宗基数売。の割引 ) ノ

身
体

障

愛
R
者

通 勤

(大 人)

1 カ月 通勤 (大人) 定期運賃額を30% 割引

S ヵ月 1 カ月定期運賃を 3 倍 したものから 5 % 割引

通 学

(大 人)

1 カ月 通学 (高校生以上及び中学生以上) 定期運費額を30% 割引

3 カ月
1 カ月定期運賃を 3 倍 したものから 5 % 割引 (孟雪男労吉宗基数売 りの割引 )

電車 . 自動 車 1 カ月 電車 と自動車路線が並行している区間を利用するもので、電車 と自動車の定期運賃のうち

共 通 定 期 券 3 カ月 いずれか高額となる運賃

片 道
1 カ月

3 カ月

往復定期運賃額から50% 割引

定期券の使用は記名人に限るものとする。ただし、通勤定期券について記名式以外は、当該通勤定期券を持参する者

も使用できるものとす る。
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ウ　回数旅客運賃(全券種電車・バス共通)

区 分 券 種 内 容 適 用 方 法 備 考

也
【∃

過

回

敬

派

客

運

賃

1 ,100円 券 110 円 ×11枚 綴

乗 車 区 間 の 運 費

額 に 合 わ せ て 使

用

市 電

市 バ ス
共

九 州産 業 交 通 ㈱

過
熊 本 電 鉄 ㈱

熊 本 バ ス ㈱

1 ,20 0円 券 120 円 ×11枚 綴

1 ,30 0円 券 130 円 ×11枚 綴

1 ,400 円券 140円 ×11枚 綴

1,500 円券 15 0円 ×11枚 綴

1,600 円券 160 円 ×11枚 綴

1 ,700 円券 170 円 × 11枚 綴

1 ′000 円券

( ミ ック ス券 )

110 円 × 10枚

120 円 × 9枚 と 20 円 × 1 枚

130 円 × 8枚 と 60 円 × 1 .枚

140 円 × 7枚 と 120 円 × 1 枚

150 円 × 7枚 と 50 円 × 1 枚

160 円 × 6枚 と 140 円 × 1 枚

50 円 × 9 枚 と60 円 × 5 枚 と

70 円 × 5 枚

過

学

回

数

旅

寡

運

質

1 ′100 円 券 110 円 ×13枚 綴 乗 車 区間 の運 賃

額 に合 わ せ て 使

用 、 学 校 又 は 身

体 障 害 者 福 祉 法

に 規 定 す る諸 施

設 に 通 学 (通 園 )

す る者 (身 分証

明 書 必要 )

1,200 円券 120円 ×13枚 綴

1,300 円券 13 0円 ×13枚 綴

1,400 円券 14 0円 ×13枚 綴

1,500 円券 15 0円 × 13枚 綴

1,600 円券 16 0円 × 13枚 綴

1,700 円券 170 円 × 13枚 綴

1 ,000 円券 50 円 × 8 枚 と60 円 × 8 枚 と
( ミ ックス 券 ) 70 円 × 6 枚
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4　経　営　状　況

(単位　円)

年 度

事 項

5 9 6 0 6 1 6 2 6 3

戟

道

事

*

総 収 益 1 ,7 6 3 , 5 9 6 , 0 7 6 1 ,5 0 8 , 5 0 9 , 9 3 2 1 , 4 0 0 ,8 2 2 , 6 9 2 1 , 2 4 1 ′2 57 , 3 6 7 1 ,3 5 0 , 7 6 7 ,7 5 5

乗 車 料 収 入 94 9 , 5 0 8 , 6 0 7 9 7 5 , 3 9 6 , 0 5 2 1 , 0 2 0 , 0 5 3 , 6 4 6 1 , 0 4 8 ,5 6 1 ,8 2 3 1 ,0 4 3 , 0 0 7 ,2 4 1

そ の 他 収 入 8 14 , 0 8 7 , 4 6 9 5 3 3 , 1 1 3 , 8 3 8 0 , 7 6 9 ′0 46 1 9 2 ′6 95 , 5 4 4 3 0 7 , 7 6 0 ,5 1 4

総 費 用 1 ,7 2 0 , 0 4 2 , 6 3 6 1 ,4 8 8 , 0 8 4 ′47 1 1 ′3 88 , 4 1 7 ′7 72 1 , 2 0 2 ′5 9 5 , 4 3 6 1 ′3 3 2 ′73 8 ,7 4 3

人 件 費 1 ,3 6 2 , 3 0 6 , 1 0 7 1 , 1 2 2 , 5 7 1 , 1 9 1 1 , 0 2 8 , 4 1 2 , 2 6 4 8 3 7 , 1 2 4 , 8 6 1 9 6 2 , 6 5 6 ,4 8 6

減 価 償 却 費 8 2 , 4 3 4 , 4 8 7 8 5 , 6 4 1 , 8 7 9 7 8 , 0 7 3 , 0 2 4 8 6 ′ 3 ,3 4 7 9 2 ′7 23 , 1 5 9

電 力 費 8 3 , 5 7 6 ′02 2 8 6 .0 7 6 ナ2 7= 7 9 , 4 6 7 , 3 0 1 7 6 ,4 8 4 , 9 7 7 7 2 , 7 6 6 ′6 5 9

支 払 利 息 5 6 , 2 8 9 , 3 8 7 6 1 ′2 61 , 4 2 9 6 1 , 8 3 3 , 4 9 1 6 4 ,8 0 9 , 1 4 6 6 4 , 1 7 5 ′6 7 5

修 繕 費 5 7 ,0 1 0 , 0 2 1 5 1 , 5 6 1 , 1 7 1 4 1 , 8 6 4 , 2 7 6 3 2 ,8 7 0 , 8 3 7 2 8 , 6 3 1 , 4 2 8

そ . の 他
7 8 ,4 2 6 , 6 1 2 8 0 , 9 7 2 , 5 2 9 3 , 7 6 7 , 4 1 6 1 0 4 ,6 2 5 , 2 6 8 1 1 1 ′78 5 , 3 3 6

単 年 度 損 益 43 ,5 5 3 , 4 4 0 2 0 , 4 2 5 , 4 6 1 1 2 , 4 0 4 , 9 2 0 3 8 ,6 6 1 , 9 3 1 1 8 , 0 2 9 ′0 12

剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金 △ 2 73 ,4 2 7 , 1 0 5 △ 15 3 , 2 5 8 , 4 8 8 △ 73 , 3 7 6 , 0 3 8 2 1 , 9 2 4 ′03 2 1 4 , 3 9 9 , 4 9 7

g l

動

車

運

逮

事

*

総 収 益 3 ,5 9 8 ,0 1 7 , 8 6 5 3 , 6 6 9 , 1 8 7 ′7 5 9
.

3 ,4 7 1 , 0 2 1 ′183 3 , 5 7 6 ′5 0 7 , 4 9 6 3 ,2 7 9 , 3 6 9 , 8 9 7

乗 車 料 収 入 2 ′7 49 ,8 3 8 , 2 3 5 2 , 7 5 0 , 1 4 0 ,7 8 0 2 ,7 2 3 , 9 8 6 ,9 6 0 2 , 6 9 2 , 6 4 5 , 3 6 5 2 ′6 3 1 , 6 2 5 , 7 6 5

そ の 他 収 入 8 48 , 1 7 9 , 6 3 0 9 1 9 ,0 4 6 , 9 7 9 7 4 7 , 0 3 4 ,2 2 3 8 8 3 ,8 6 2 , 1 3 1 6 4 7 , 7 4 4 , 1 3 2

総 費 用 3 ,5 4 7 ,8 1 0 , 3 8 1 3 , 6 4 4 , 6 9 7 ,8 9 0 3 ,4 6 3 , 0 3 7 ,9 2 9 3 , 5 5 0 ,8 0 5 , 7 7 9 3 , 2 2 5 , 0 2 4 , 7 5 9

人 件 費 2 ,7 0 0 ,8 1 6 , 6 9 6 2 , 7 8 5 , 1 8 7 ,8 2 1 2 ,6 4 5 , 8 0 8 ,5 8 7 2 , 7 7 8 , 4 9 9 , 7 1 5 2 ′44 6 , 7 5 9 , 2 3 1

減 価 償 却 費 2 20 ,8 4 5 , 7 0 6 2 2 0 ,6 6 4 ,8 3 9 2 2 9 ′04 8 ,6 3 3 2 2 3 , 0 2 3 , 2 1 6 2 3 5 , 2 8 0 , 6 2 8

燃 料 費 2 49 , 6 0 2 , 0 0 0 2 3 7 ,6 5 9 ,4 0 0 1 7 4 ,一16 4 ,0 0 0 1 4 9 , 4 5 8 , 0 0 0 1 3 7 , 7 5 0 ′0 00

支 払 利 息 63 , 4 1 4 , 2 5 9 5 4 ,4 6 5 , 2 6 7 4 9 , 4 8 8 ,8 8 8 4 5 , 1 5 4 , 7 1 8 4 0 , 5 1 0 , 9 4 0

ft 9 0 , 8 2 9 , 5 2 7 1 0 2 ,4 2 0 , 6 6 3 1 1 8 , 18 8 ,3 0 3 1 1 3 , 3 0 7 , 8 5 8 1 2 1 , 9 2 2 ,5 8 9

そ の 他 2 2 2 , 3 0 2 , 1 9 3 2 4 4 ,2 9 9 ′90 0 2 4 6 , 3 3 9 ,5 18 2 4 1 , 3 6 2 , 2 7 2 2 4 2 , 8 0 1 ′3 7 1

単 年 度 損 益 5 0 , 2 0 7 ,4 8 4 2 4 ,4 8 9 ,8 6 9 7 , 9 8 3 ,2 5 4 2 5 , 7 0 1 , 7 1 7 5 4 , 3 4 5 ′13 8

剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金 1 ,0 3 3 , 7 1 1 ,0 8 6 8 8 6 ,8 5 2 , 4 3 4 8 1 4 , 5 0 7 ,7 6 2 8 3 4 , 1 8 6 , 5 4 6 8 8 3 , 1 2 9 ,3 6 5

計

総 収 益 5 ,3 6 1 , 6 1 3 ,9 4 1 5 , 17 7 ,6 9 7 , 6 9 1 4 ,8 7 1 , 8 4 3 ,8 7 5 4 ,8 17 , 7 6 4 , 8 6 3 4 , 6 3 0 ′13 7 ,6 5 2

乗 車 . 料 収 入 3 ,6 9 9 , 3 4 6 ,8 4 2 3 , 7 2 5 , 5 3 6 , 8 3 2 3 ,7 4 4 ,0 4 0 ,6 0 6 3 ,7 4 1 , 2 0 7 , 1 8 8 3 ′67 4 , 6 3 3 , 0 0 6

そ の 他 収 入 1 ,6 6 2 , 2 6 7 ,0 9 9 1 , 4 5 2 , 1 6 0 , 8 5 9 1 , 1 2 7 ,8 0 3 , 2 6 9 1 ,0 7 6 , 5 5 7 ,6 7 5 9 5 5 ,5 0 4 , 6 4 6

総 費 用 5 ,2 6 7 , 8 5 3 ,0 1 7 5 , 1 3 2 , 7 8 2 , 3 6 1 4 ,8 5 1 ,4 5 5 , 7 0 1 4 ,7 5 3 , 4 0 1 ,2 1 5 4 , 5 5 7 ,7 6 3 , 5 0 2

人 件 費 4 ,0 6 3 ′122 ,8 0 3 3 , 9 0 7 ′75 9 , 0 1 2 3 , 6 7 4 ,2 2 0 , 8 5 1 3 ,6 1 5 ′62 4 ,5 7 6 3 , 4 0 9 ,4 1 5 , 7 1 7

減 価 償 却 費 3 03 ,2 8 0 , 1 9 3 3 0 6 , 3 0 6 , 7 1 8 3 0 7 , 1 2 1 , 6 5 7 3 0 9 , 7 0 3 ,5 6 3 3 2 8 , 0 0 3 , 7 8 7

電 力 費 . 燃 料 費 3 33 , 1 7 8 ′02 2 3 2 3 , 7 3 5 , 6 7 2 2 5 3 , 6 3 1 , 3 0 1 2 2 5 , 9 4 2 , 9 7 7 2 1 0 , 5 1 6 , 6 5 9

支 払 利 息 1 19 ,7 0 3 ,6 4 6 1 1 5 , 7 2 6 , 6 9 6 1 1 1 ,3 2 2 , 3 7 9 1 0 9 , 9 6 3 ,8 6 4 1 0 4 , 6 8 6 , 6 1 5

修 繕 費 1 47 ,8 3 9 , 5 4 8 1 5 3 , 9 8 1 , 8 3 4 1 6 0 , 0 5 2 ′5 79 1 4 6 , 17 8 ,6 9 5 15 0 , 5 5 4 , 0 1 7

そ の 他 3 00 ,7 2 8 ,8 0 5 3 2 5 ′27 2 , 4 2 9 3 4 5 , 1 0 6 ′9 34 3 4 5 ,9 8 7 ,5 4 0 3 5 4 , 5 8 6 ′7 07

単 年 度 損 益 93 ,7 6 2 , 9 2 4 4 4 , 9 1 5 ′3 30 2 0 , 3 8 8 , 1 7 4 6 4 , 3 6 3 ′648 7 2 , 3 7 4 , 1 5 0

剰 余 金 又 は 黒 帯 欠 損 金 7 60 ,2 8 3 , 9 8 1 7 3 3 , 5 9 3 , 4 9 6 7 4 1 , 1 3 1 , 7 2 4 8 5 6 , 1 1 0 , 5 7 8 8 9 7 , 5 2 8 , 8 6 2

(荏)　特別損益は除く
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5　職員数及び給与

(1)部門別職員数
(平元.4.1現在)

部 門 別

職種 別 性 別

一 般 管 理 電 車 ノ、 ス 汁

男 女 計 男 女 計 罪 女 計 男 女 汁

特 別 職 1 1 1 1

事 務 職 18 3 2 1 1 0 1 1 2 1 6 1 1 7 4 4 6 5 0

技 術 職 25 2 5 1 4 1 4 3 9 3 9

運 転 士 69 6 9 2 6 4 2 6 4 3 3 3 3 3 3

車 掌 2 2 6 6 8 8

そ の 他 13 1 1 4 2 2 2 2 4 3 5 3 3 8

計 19 3 2 2 1 1 9 3 1 2 2 3 2 2 3 3 2 5 4 6 0 9 4 6 9

(2)部門別1人月平均給与額等
(平元.4月分)

部 門 別

事 項
】 般 管 理 電 車 ノ、 ス 全 体

基 本 給 ㈹ 3 0 7 ,8 9 5 2 4 6 ,9 2 2 3 0 7 ′8 8 7 2 9 1 ,3 7 8

特 殊 勤 務 手 当 的 2 7 2 ,0 4 6 3 ,4 2 3 2 ,8 90

超 過 勤 務 手 当 ォ 4 4 ,6 9 8 19 , 17 6 5 9 ,3 4 2 5 0 ,4 8 7

そ の 他 の 手 当 w 1 8 ,8 8 6 12 ,9 8 9 10 ,7 8 2 l l ,7 60

合 計 (pfl 3 7 1 ,5 0 6 2 9 1 ,1 3 3 3 8 1 ,4 3 4 35 6 ,5 1 5

s $ m 4 7 .0 5 4 0 . 10 4 9 .0 9 47 . 0 1

勤 続 年 数 (* ) 2 3 .0 9 14 .0 4 2 2 .0 0 1 9 . l l

(注)　全体は特別職を除く

設

事 項

施設名

面 積 施 設 内 容

交 通 局
l l,473 ni

事務所 電車車庫 車両整備工場 電 車営業 所

小 峯 営 業 所

16 ,388

営業所 バ ス車庫

小 峯 整 備 工 場 整備工場

上 熊 本 営 業 所 1 1′062 営業所 整備工場 バ ス車庫

本 山 営 業 所 5 ′913 営業所 バ ス草庫
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